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体
に
障
害
を
抱
え
る
重
複
障
害

の
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
、

生
徒
の
家
族
に
寄
り
添
い
な
が

ら
先
生
同
士
が
チ
ー
ム
に
な
っ

て
教
育
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と

等
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。50

人
分
会
の
回
復
を
目
指
し

て
組
織
拡
大
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。
同
じ
学
校
職
場
か
ら
の

見
学
者
も
多
く
、
貴
重
な
交
流

の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

快
く
職
場
訪
問
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
埼
高
教
組
合
員

の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

埼
労
連
女
性
部
が
毎
年
恒
例
で
行
っ
て
い
る

職
場
訪
問
、
今
年
は
８
月
１
日
（
木
）
に
川
越

市
に
あ
る
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
『
塙
保
己

一
（
は
な
わ
・
ほ
き
い
ち
）
学
園
（
旧
埼
玉
県

立
盲
学
校
）
』
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

塙
保
己
一
学
園
は
、
埼
高
教
に
加
盟
す
る
最

大
分
会
の
職
場
で
す
。
夏
休
み
中
で
生
徒
は
不

在
で
し
た
が
、
授
業
の
準
備
や
意
見
交
換
会
、

実
習
作
業
な
ど
で
多
く
の
先
生
や
事
務
職
員
が

働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
忙
し
い
中
11
人
で

見
学
に
伺
い
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん

が
職
場
訪
問
の
歴
代
最
高
人
数
で
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。

最
初
に
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
学
校
施

設
と
寄
宿
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。
視
覚
に
障
害

の
あ
る
生
徒
が
通
う
の
で
、
校
内
に
は
点
字
案

内
や
寄
付
で
寄
せ
ら
れ
た
触
れ
る
ぬ
い
ぐ
る
み

動
物
園
、
自
立
支
援
で
使
用
す
る
住
宅
の
よ
う

な
一
室
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り

師
・
き
ゅ
う
師
の
施
術
・
知
識
が
学
べ
る
実
習

室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
見
学
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な

に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
の
組
合
掲
示
板
は
見
た
こ

と
が
な
い
」
、
「
可
愛
く
カ
ラ
フ
ル
で
学
校
に

合
っ
た
分
か
り
や
す
い
掲
示
板
が
素
敵
で
す

ね
」
と
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

自
身
も
視
覚
障
害
を
抱
え
な
が
ら
教
員
の
職

に
就
き
、
自
身
の
経
験
を
活
か
し
て
生
徒
に
寄

り
添
っ
た
指
導
を
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員

も
多
数
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
教
員
の
長
時
間
・
過
密
労
働

は
普
通
学
校
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
や
18
歳
を
過

ぎ
る
と
視
覚
障
害
の
生
徒
の
学
べ
る
環
境
が
限

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
視
覚
以
外
に
知
覚
・
身

大きな掲示板にびっくり

職
場
の
仲
間
が
大
勢
参
加

９月１日は防災の日。
ゲリラ豪雨・地震・雷など災害の備えに共済を。
給付申請もお忘れなく。対話で広げよう月間

今
年
は「
塙
保
己
一
学
園
」を
訪
問

埼
労
連
女
性
部
が
職
場
見
学
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埼玉最賃審議会

目安 50円前後の攻防
埼玉地方最低賃金審議会が始まり、7 月 26 日（金）

の審議会を皮切りに連日会議がおこなわれています。

26 日は中央審議会の目安伝達がおこなわれ、A・B・C
ランクとも 50 円の引き上げ額とする答申と付随する資

料の説明が行われました。

本審後の第 1 回専門部会では、埼労連の加藤幹事と医

労連の清宮書記次長が意見陳述しました。内容については、①物価高騰、②実質賃金が 26 ヵ月連続で

マイナス（2024 年 6 月時点）であること、③人手不足の原因の一つが「東京との最賃格差」にあること

などから、大胆な引き上げ額をと訴え（埼労連）。医療分野では、国の公定価格の改定実施が 6 月にず

れ込んだことから、現在でも賃金改定が示されていない厳しい状況と、介護分野は最低賃金近傍で働く

労働者が多数いることから、若年層の東京への流出が考えられ、慢性的な人材不足になっていることな

どが訴えられました。

29 日（月）の第 2 回専門部会では、全国一般の林副委員長とコープネットグループ労組の橋本執行委

員が意見陳述しました（写真は陳述前、待機室のようす）。内容は、春闘で 3％を超える賃上げがあった

が物価高騰に追いついていないこと、県南の商店街訪問では人手不足もあり、横並びで賃上げするため

にも最賃引上げは必要という声が出されていることなどを報告（全国一般）。生協の職場（店舗や配送セ

ンター）で働くパート労働者の声として、「経済的に余裕がなく、夏休みが怖い（学校給食がなくなるた

め）」「物価高騰で節約も限界にきている。食費も切り詰め子どもたちにひもじい思いをさせている」な

ど、悲痛な声が報告され（ｺｰﾌﾟﾈｯﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ労組）、1500 円への引き上げが訴えられました。意見陳述を受

けて、労使それぞれの委員の代表から引き上げ額の考え方が報告され、労働者側は物価高騰＋生活改善、

さらに東京との格差是正を考慮して 59 円という金額が示されました。使用者側は「埼玉の消費者物価

指数を示す資料が欲しい。そのデータをもとに考えたい」としました。

30 日（火）の第 3 回専門部会では、労働者側は変わらず 59 円、使用者側は、「出された資料では不

足」としながらも 40 円という見解を示しました。

そして本日、31 日（水）の第 4 回専門部会の議論では、2 回の個別協議を挟んだのち、労使が歩み寄

り。使用者側は目安通りの 50 円を、労働者側は目安＋東京との格差是正として金額は問わずに、とに

かく上乗せすることを求めました。労働者側の報告に対して、使用者側から「東京との格差是正につい

て一定は理解するが、50 円という金額を考えるととても厳しい」という意見が相次いで出され、本日の

決定には至らず、明日への継続審議となりました。

最低生計費調査票は 1989部！！

    目標達成まであと一歩だーーーーーー！！
残り 11部で目標の 2000部に届きます。周りに協力者はいませんか？残っている調査票を埼労連へ届

けてください。最終締め切りは 8月 6 日（火）です。待ってます。

2024年 7月 31日（水）                              第 20号

最賃署名・生計費調査とりくみ推進ニュース          
集約目標   最賃署名 10万筆   生計費調査票  2000枚に向けて

要求前進へ 対話を広げ、仲間とともに目標数をやりきろう！
発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

審議会前の控え室

埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
の
答
申
（
公
益
委

員
見
解
）
を
受
け
て
、
８
月
５
日
の
第

７
回
審
議
会
で
、
現
在
の
１
０
２
８
円

か
ら
50
円
引
き
上
げ
る
「
時
給
１
０
７

８
円
」
を
答
申
し
ま
し
た
。

今
年
は
Ａ
ラ
ン
ク
・
Ｂ
ラ
ン
ク
・
Ｃ

ラ
ン
ク
と
も
50
円
の
目
安
が
示
さ
れ
、

中
央
審
議
会
の
目
安
答
申
と
し
て
ラ
ン

ク
間
の
格
差
を
広
げ
な
い
意
思
が
示
さ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
運

動
が
世
論
を
動
か
し
て
き
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
埼
玉
審
議
会
で
は
、
昨
年
に

続
い
て
関
係
労
使
に
よ
る
意
見
陳
述
が

２
日
間
設
け
ら
れ
、
金
額
審
議
の
専
門

部
会
も
引
き
続
き
原
則
公
開
（
休
憩
時

間
の
個
別
協
議
は
非
公
開
）
さ
れ
る
な

ど
、
運
営
面
で
の
こ
れ
ま
で
の
到
達
を

維
持
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
と
し
て
今
回
の
引
き

上
げ
額
で
は
、
こ
の
間
の
物
価
高
騰
分

を
カ
バ
ー
す
る
水
準
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
生
計
費
原
則
の
視
点
か
ら
も
到
底

納
得
の
で
き
る
引
き
上
げ
額
で
は
な
い

こ
と
、
東
京
と
同
じ
引
き
上
げ
額
の
た

め
、
結
果
と
し
て
東
京
都
と
の
時
給
格

差
85
円
が
縮
ま
ら
ず
、
埼
労
連
が
意
見

陳
述
で
主
張
し
た
労
働
人
口
の
流
出
に

よ
る
深
刻
な
人
手
不
足
の
解
消
と
い
う

埼
労
連
は
８
月
22
日
（
木
）
の
午
後

５
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
浦
和
駅

東
口
で
、
10
月
か
ら
の
最
低
賃
金
を
周

知
す
る
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

宣
伝
に
は
、
埼
労
連
加
盟
組
合
の
県

本
部
役
員
な
ど
、
７
団
体
・
14
人
が
参

加
し
、
千
葉
労
連
か
ら
寺
田
議
長
が
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
新
し
い
最
低
賃
金
が
50
円

引
き
上
げ
ら
れ
て
１
０
７
８
円
に
な
る

こ
と
の
周
知
と
合
わ
せ
て
、
「
全
国
一

律
最
賃
制
を
つ
く
り
、
時
給
は
１
５
０

０
円
に
」
、
「
物
価
高
騰
に
負
け
な
い

賃
金
水
準
の
実
現
を
」
な
ど
と
訴
え
、

「
声
を
あ
げ
て
改
善
さ
せ
よ
う
」
と
、

埼
高
教
・
小
野
委
員
長
（
埼
労
連
最
賃

公
契
約
適
正
化
委
員
会
委
員
長
）
、
全

国
一
般
埼
玉
地
本
・
林
副
委
員
長
な
ど

が
順
番
に
マ
イ
ク
を
握
り
、
市
民
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
最
賃
の
話
題
が

報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
チ
ラ

シ
の
受
け
取
り
は
す
ご
く
良
く
、
話
し

か
け
て
き
て
署
名
に
も
協
力
し
て
く
れ

る
人
も
何
人
も
い
る
な
ど
、
元
気
の
出

る
宣
伝
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
、
新
し
い
最
低
賃
金

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
10
月
〜
12
月
に

か
け
て
、
県
内
の
各
地
域
で
周
知
宣
伝

を
し
て
い
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

点
か
ら
も
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
り

ま
せ
ん
。

物
価
や
燃
料
費
の
高
騰
と
い
う
事
情

の
中
で
は
、
経
営
者
側
も
厳
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
答
申
を
見

る
と
、
愛
媛
県
の
９
円
を
は
じ
め
、
昨

年
以
上
に
目
安
額
を
大
幅
に
上
回
る
答

申
を
出
し
て
い
る
県
が
20
県
以
上
あ

り
、
埼
玉
で
も
東
京
と
の
格
差
を
縮
め

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

埼
労
連
と
し
て
は
、
生
計
費
原
則
を

つ
ら
ぬ
く
こ
と
、
東
京
と
の
格
差
是
正

を
重
視
し
、
現
在
の
最
低
賃
金
制
度
の

中
で
可
能
な
限
り
の
引
き
上
げ
を
意
見

陳
述
の
場
で
も
求
め
ま
し
た
が
、
答
申

は
目
安
通
り
の
金
額
で
、
納
得
で
き
る

引
き
上
げ
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

答
申
を
受
け
て
、
埼
労
連
・
コ
ー
プ

ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
組
・
全
国
一
般
が

提
出
し
た
異
議
の
申
し
出
に
関
す
る
審

議
会
が
８
月
21
日
に
行
わ
れ
、
当
初
の

答
申
通
り
と
し
て
意
義
が
棄
却
さ
れ
、

今
年
度
の
改
定
額
が
50
円
（
１
０
７
８

円
）
で
決
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
こ
の
秋
に
改
定
さ
れ
る
新
し

い
最
低
賃
金
額
の
周
知
を
行
い
、
合
わ

せ
て
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

署名に協力してくれる人も

浦和駅東口で訴え

埼
玉
県
の
最
賃
１
０
７
８
円
に

埼
玉
地
方
最
賃
審
議
会
が
答
申

新
し
い
最
賃
額
を
周
知

千
葉
労
連
の
議
長
も
応
援
に
！

2024年9月1日 埼 労 連 （2）第579号



越
労
連
は
７
月
26
日
（
金
）
、
恒
例

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と
暑
気
払
い
を
行

い
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
せ
ん
げ
ん
台
に
あ

る
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
で
行
い
、
参
加
組

合
は
、
年
金
者
組
合
、
東
武
自
動
車
教

習
所
労
働
組
合
、
越
谷
市
教
職
員
組
合

か
ら
16
人
の
参
加
で
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
し
て
ハ
イ
タ
ッ
チ

を
嬉
し
そ
う
に
仲
間
と
し
た
り
、
ス
ペ

ア
を
取
っ
て
次
に
つ
な
げ
た
り
、
ガ
ー

タ
ー
で
残
念
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
２

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
笑
顔
、
歓
声
に
あ
ふ
れ
た
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
暑
気
払
い
を
近
く
の
居

酒
屋
で
行
い
ま
し
た
。
事
務
局
長
、
会

計
の
粋
な
計
ら
い
で
２
時
間
の
飲
み
放

題
、
食
べ
放
題
で
九
州
の
味
を
堪
能
し

ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
珍
味
に
舌
鼓
し
ま
し
た
。

「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉

に
散
会
し
ま
し
た
。

（
越
労
連
発
）

埼
労
連
は
７
月
29
日
（
月
）
午
後
６

時
か
ら
自
由
法
曹
団
埼
玉
支
部
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

埼
労
連
か
ら
新
島
議
長
、
占
部
副
議

長
（
争
議
法
対
委
員
会
責
任
者
）
を
は

じ
め
関
係
者
、
自
由
法
曹
団
埼
玉
支
部

の
弁
護
士
な
ど
、
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
埼
労
連
争
議
・
法
対
委

員
の
呼
び
か
け
で
労
働
委
員
会
・
裁
判

所
の
動
向
な
ど
法
律
や
制
度
の
研
究
を

任
務
と
す
る
立
場
か
ら
自
由
法
曹
団
や

各
関
係
団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

懇
談
で
は
、
①
労
働
委
員
会
が
「
集

団
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
、
中
立
か
つ

公
平
な
立
場
で
解
決
す
る
た
め
の
行
政

機
関
」
と
本
来
の
労
働
者
保
護
の
立
場

か
ら
揺
ら
い
で
き
て
い
る
こ
と
、
②
い

く
つ
か
の
法
律
事
務
所
が
「
経
営
第
一

主
義
」
と
な
り
「
数
を
こ
な
す
訴
訟
進

行
」
と
な
っ
て
き
て
い
る
問
題
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
司
法
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
考
え
る
機
会
と
な
り
、

労
働
者
保
護
の
立
場
か
ら
公
正
な
裁
判

所
や
労
働
委
員
会
の
確
立
が
求
め
ら
れ

る
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
自
由
法
曹
団
よ
り
、
今
後
も

埼
労
連
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
交

換
を
開
催
し
、
労
働
者
が
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
と
し
て

の
正
当
な
権
利
保
護
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
労
働
者
保
護
の
視
点
か
ら
取
り
組

み
を
強
め
ま
し
ょ
う
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

鴻
北
労
連
（
鴻
巣
北
本
地
域
労
働
組

合
連
合
会
）
は
７
月
17
日
（
水
）
の
夕

方
、
北
本
駅
で
、
最
賃
を
全
国
一
律
で

早
急
に
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
て
暮

ら
し
と
地
域
を
守
ろ
う
な
ど
の
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
は
、
鴻
北
労
連
が
毎
月
取

り
組
ん
で
い
て
、
今
月
は
３
団
体
13
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
物
価
の
高
騰
の
影
響
で
労
働
者
・

国
民
の
生
活
は
大
変
で
す
。
中
小
企
業

で
働
く
人
、
個
人
企
業
主
や
医
療
、
介

護
、
教
育
、
保
育
、
福
祉
な
ど
の
ケ
ア

労
働
者
、
自

治
体
労
働
者

な
ど
全
て
の

労
働
者
の
賃

上
げ
が
必
要

で
す
」
と
訴

え
、
「
全
国

一
律
最
賃
制

を
つ
く
り
、

時
給
１
５
０

０
円
の
声
を

あ
げ
よ
う
」
、
「
労
働
問
題
で
お
困
り

の
時
は
埼
労
連
に
気
楽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

                  2024年 7月発行  鴻巣北本地域労働組合連合会幹事会

                           北本市石戸 1-217-2 埼玉土建中部

くらしと平和を守るために！

全国一律最低賃金を１５００円に！

７月１７日（水）夕方、鴻巣北本地域労働

組合連合会は北本駅で、最賃を全国一律で早

急に 1500 円に引き上げて暮らしと地域を守

ろうなどの宣伝行動を行いました。宣伝行動

は、鴻北労連が毎月取り組んでいて、３団体

１３人が参加しました。 「物価の高騰の影

響で労働者・国民の生活は大変です。中小企

業で働く人、個人企業主や医療、介護、教育、

保育、福祉などのケア労働者、自治体労働者

など全ての労働者の賃上げが必要です」と訴え、「全国一律最賃制をつくり、時給 1500 円

の声をあげよう」、「労働問題でお困りの時は埼労連に気楽に相談してください」と呼びかけ

ました。

国民平和大行進で核兵器の廃止を呼びかける！

７月１８日、原水爆禁止国民平和大行進の出発集会が鴻巣

市役本庁舎前で１１団体の代表など４６人が参加して行わ

れました。

出発集会では、並木鴻巣市長のメッセージが代読され、小

泉市議会副議長が「平和を守る運動は大事だ」とのメッセー

ジがありました。鴻巣市の平和行進は、市内宣伝行動をして、

北本市に引継ぎました。

北本市では、市庁舎ホールで引継ぎ集会を開催し、三宮

市長代理の激励メッセージや市議会議長、教育長が「非核

宣言都市の役割」を強調した発言もありました。

その後、原水爆禁止国民平和大行進は、市内を行進して

桶川市に引き継ぎました。

鴻北労連    ニュース
組 織 活 動

推  進

国民春闘埼玉県共闘会議・埼玉県労働組合連合会

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

越労連が７月２６日にボウリング大会＆暑気払い

越労連は７月２６日（金）、恒例のボウリング大会と暑気払いを行いました。ボウリング

は、せんげん台のアイビーボールで行いました。参加組合は、埼玉土建、年金者組合、東武

自動車教習所労働組合、越谷教職員組合で、１６人の参加でした。

ストライクを出してハイタッチを嬉しそうに仲間としたり、スペアを取って次につなげた

り、ガーターで残念そうな顔をしながら２ゲームを楽しみました。久しぶりに笑顔、歓声に

あふれたひとときを過ごしました。

その後は、暑気払いを居酒屋で行いました。事務局長、会計の粋な計らいで２時間の飲み

放題、食べ放題で九州の味を堪能しました。普段なかなか食べることができない珍味に舌鼓

しました。「また会いましょう」を合い言葉に散会しました。（越労連発）

福祉保育労では職場で組合員が「ホンネのトーク会」を開催

福祉保育労は３月、福祉施設で働く労働者、利用者みんなの人権を守るために、福祉労働

の社会的基準をつくり、組織拡大につなげようと、組織拡大月間を前に、全組合員に「ホン

ネのトーク会」を呼びかけました。福祉労働者の要求を具体化、明確化するため、少人数（3

～４人）グループで最賃について学習、自分の生活のため「賃金はいくら欲しい？」「何人

職員増えたら自分の時間ができる？」等について、自分のコトバで話し合うのが「ホンネの

トーク会」です。埼玉県本部は７月末までに、県内６ヵ所、６４人の組合員と未組合員が参

加しました。

参加者の感想には、「組合として、やっと集まれて話し合いらしい話し合いができて、う

れしかった」「組合員じゃない職員を誘って参加したら、県本部の話を聞いて『組合に入り

ます』と言ってくれた。うれしいです」などがありました。社会的基準づくりは一朝一夕に

は進まないけれど、自分のコトバで話し、相手にちゃんと伝わって、組合員が増えるという

経験が、組合員を強くするのだなあと思った「ホンネのトーク会」の取り組みです。

（福祉保育労発）

埼労連と自由法曹団埼玉支部が意見交換

埼労連は７月２９日（月）午後６時から自由法曹団埼玉支部との意見交換会を行いました。

埼労連から新島議長、占部副議長・争議法対委員会責任者をはじめ関係者、自由法曹団埼玉

支部の弁護士など、１８人が参加しました。これは、埼労連争議・法対委員会の呼びかけで

労働委員会・裁判所の動向など法律や制度の研究を任務とする立場から開催したものです。

懇談では、①労働委員会が「集団的労使紛争について、中立かつ公平な立場で解決するた

めの行政機関」と本来の労働者保護の立場から揺らいできていること、②いくつかの法律事

務所が「経営第一」で「数をこなす訴訟進行」となってきている問題が出されました。あら

ためて司法のあり方についても考える機会となり、労働者保護の立場から公正な裁判所や労

働委員会の確立が求められる懇談となりました。

埼労連２４春闘 ｢速報｣

活動レポート
2024年 第 51号

埼玉春闘共闘・埼労連

発行 :埼玉県労働組合連合会

さいたま市浦和区高砂 3-10-11 

TEL:048-838-0771 

FAX:048-838-0775

組織内資料 2024 年 8 月 5 日

春闘スローガン「大増税と改憲・戦争の道にすすむ、自公政治を変えなければ暮らしも守れない

異常な物価高騰を上回る大幅賃上げを、仲間の力を引き出し勝ち取る春闘に」

活
動
レ
ポ
ー
ト
で
取
り
組
み
を
紹
介

自
由
法
曹
団
と
の
意
見
交
換
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
暑
気
払
い
越
労
連

鴻
北
労
連
が
最
賃
宣
伝
を
実
施
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草
加
八
潮
地
区
労
は
毎
年
恒
例
の
恒

例
行
事
（
コ
ロ
ナ
で
３
年
中
止
）
で
、

昨
年
か
ら
再
開
さ
れ
た
ナ
イ
タ
ー
野
球

大
会
を
６
月
か
ら
開
催
、
今
年
が
第
41

回
大
会
で
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
８
月

９
日
（
金
）
に
決
勝
戦
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
行
事
は
、
労
働
者
の
文
化
ス
ポ

ー
ツ
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
草
加
市
か

ら
の
後
援
が
あ
り
、
開
会
式
・
閉
会
式

と
も
に
市
の
役
員
が
参
加
、
あ
い
さ
つ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
球
場
使
用
の

配
慮
の
ほ
か
、
表
彰
で
は
地
区
労
議
長

杯
と
と
も
に
草
加
市
長
杯
が
出
ま
す
。

８
月
９
日
は
、
草
加
市
職
チ
ー
ム

「
シ
ビ
ル
」
対
地
域
参
加
の
「
草
加
若

者
会
」
と
の
決
勝
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、

「
草
加
若
者
会
」
が
勝
利
し
ま
し
た
。

６
月
は
雨
天
が
多
く
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
日
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

１
点
差
や
逆
転
・
再
逆
転
、
ホ
ー
ム
ラ

ン
、
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
、
ダ
ブ
ル
プ

レ
ー
、
け
ん
制
ア
ウ
ト
な
ど
、
観
て
い

て
も
楽
し
く
、
白
熱
す
る
試
合
が
多
か

っ
た
で
す
。

職
場
か
ら
楽
器
演
奏
の
応
援
も
あ

り
、
盛
り
上
が
っ
た
大
会
で
し
た
。

（
草
加
八
潮
地
区
労
発
）

７
月
28
日
（
日
）
の
午
後
２
時
か
ら

新
所
沢
公
民
館
で
『
介
護
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
、
未
組
織
の
労
働
者
を
含
む

15
人
が
参
加
（
医
労
連
４
、
埼
玉
ケ
ア

ユ
ニ
オ
ン
２
、
所
沢
地
区
労
２
、
埼
労

連
２
、
未
組
織
３
、
講
師
１
）
し
ま
し

た
。こ

の
と
り
く
み
は
、
埼
玉
医
労
連
・

所
沢
地
区
労
・
埼
労
連
の
３
者
共
同
で

所
沢
地
域
で
の
ケ
ア
ユ
ニ
オ
ン
づ
く
り

を
目
指
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

４
月
か
ら
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
市
内
の
事
業
所
２
４
０
か
所
に
ア

ン
ケ
ー
ト
送
付
、
事
業
所
訪
問
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
返
す
取
り
組
み
を
し
な
が
ら

参
加
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
テ
ー
マ
は
「
改
め
て
学

ぼ
う

認
知
症
ケ
ア
」
と
題
し
て
、
医

療
生
協
さ
い
た
ま
・
さ
ん
と
め
ホ
ー
ム

所
長
の
石
井
里
実
さ
ん
を
講
師
に
、
認

知
症
の
人
の
心
理
を
学
び
、
そ
の
ケ
ア

の
方
法
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

学
び
ま
し
た
。

学
習
後
は
、
３
班
に
分
か
れ
、
自
己

紹
介
か
ら
職
場
の
悩
み
な
ど
を
出
し
合

い
、
交
流
し
ま
し
た
が
、
２
時
間
で
は

時
間
が
足
り
ず
、
次
回
（
11
月
26
日
に

第
２
回
開
催
予
定
）
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
終
わ
り
ま
し
た
。

福
祉
保
育
労
は
３
月
、
福
祉
施
設
で

働
く
労
働
者
、
利
用
者
み
ん
な
の
人
権

を
守
る
た
め
に
、
福
祉
労
働
の
社
会
的

基
準
を
つ
く
り
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
組
織
拡
大
月
間
を
前
に
、
全

組
合
員
に
「
ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会
」
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

福
祉
労
働
者
の
要
求
を
具
体
化
、
明

確
化
す
る
た
め
、
少
人
数
（
３
〜
４

人
）
グ
ル
ー
プ
で
最
賃
に
つ
い
て
学

習
、
自
分
の
生
活
の
た
め
「
賃
金
は
い

く
ら
欲
し
い
？
」
、
「
何
人
職
員
増
え

た
ら
自
分
の
時
間
が
で
き
る
？
」
に
つ

い
て
、
自
分
の
コ
ト
バ
で
話
し
合
う
の

が
「
ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会
」
で
す
。
埼

玉
県
本
部
は
７
月
末
ま
で
に
、
県
内
６

ヵ
所
、
64
人
の
組
合
員
と
未
組
合
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想
に

は
、
「
組
合
と
し
て
、
や
っ
と
集
ま
れ

て
話
し
合
い
ら
し
い
話
し
合
い
が
で
き

て
、
う
れ
し
か
っ
た
」
「
組
合
員
じ
ゃ

な
い
職
員
を
誘
っ
て
参
加
し
た
ら
、
県

本
部
の
話
を
聞
い
て
『
組
合
に
入
り
ま

す
』
と
言
っ
て
く
れ
た
。
う
れ
し
い
で

す
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
社
会
的
基

準
づ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
は
進
ま
な
い

け
れ
ど
、
自
分
の
コ
ト
バ
で
話
し
、
相

手
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
、
組
合
員
が

増
え
る
と
い
う
経
験
が
、
組
合
員
を
強

く
す
る
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
「
ホ
ン
ネ

の
ト
ー
ク
会
」
の
取
り
組
み
で
す
。

（
福
祉
保
育
労
発
） 認知症について学習

草加八潮地区労ナイター野球大会 ２０２４

※ナイター野球大会が定着してきました。

草加市からも後援をいただき、球場使用などについて配慮をしてもらい、

表彰も草加市長杯と地区労議長杯が出ます。長期間にわたり、草加市から

の労働者の文化スポーツへの援助があります。

今
年
は
８
チ
ー
ム
が
参
加

草
加
八
潮
地
区
労「
ナ
イ
タ
ー
野
球
」

福
祉
労
働
者
の
人
権
を
守
ろ
う

福
保
労
が
「
ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会
」

ケ
ア
ユ
ニ
オ
ン
を
展
望
し
、介
護
セ
ミ
ナ
ー
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８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
、
『
原
水

爆
禁
止
２
０
２
４
年
世
界
大
会
』
が
広

島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
代
表
団
は
、
埼
玉
土
建
や

医
療
生
協
を
中
心
に
１
５
０
人
以
上
で

参
加
し
ま
し
た
。
４
日
は
開
会
集
会
を

総
合
体
育
館
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
し
、
夜
は
埼
玉
か
ら
の
参
加
者
で
交

流
会
、
５
日
は
動
く
分
科
会
や
各
分
科

会
に
分
か
れ
て
学
習
し
、
夜
は
女
性
の

つ
ど
い
と
、
６
日
に
は
広
島
市
原
爆
死

没
者
慰
霊
式
及
び
平
和
記
念
式
と
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
の
閉
会
集
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
で
参
加

者
は
金
属
探
知
機
や
式
典
中
の

デ
モ
行
進
の
音
声
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
配
布
さ
れ
、
パ
レ
ス

チ
ナ
へ
の
攻
撃
を
や
め
な
い
イ

ス
ラ
エ
ル
招
待
問
題
な
ど
物
々

し
い
雰
囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
慰
霊
式
に
参
加
し
た

翌
日
に
岸
田
首
相
は
、
緊
急
事

態
条
項
に
加
え
憲
法
９
条
へ
の

自
衛
隊
明
記
の
国
民
投
票
に
つ

い
て
発
言
し
、
戦
後
守
っ
て
き

た
憲
法
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
戦
争
を
な
く
し
、
平
和
を
維
持

す
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
難
し
い
世
界

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本

が
軍
事
利
権
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
そ

こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
殺
傷
武
器
の
輸
出
や
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
・
軍
事
進
攻
へ
は
キ
ッ
パ
リ
と
反

対
を
表
明
し
て
い
き
た
い
で
す
。
戦
争

を
生
き
残
っ
た
人
は
み
ん
な
「
戦
争
は

ア
カ
ン
」
と
云
い
ま
す
。
自
身
の
悲
惨

な
被
爆
体
験
を
語
る
こ
と
で
平
和
継
承

活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
た
被
爆
者
の
平

均
年
齢
は
85
歳
を
超
え
、
「
今
日
聞
い

た
人
は
明
日
の
語か

た

りり

部べ

」
と
な
る
時
代

が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
に
向
け
、
来
年
の
世
界
大

会
に
は
更
に
多
く
の
参
加
を
集
め
ま
し

ょ
う
。
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
の
岸
田

政
権
の
野
望
を
打
ち
砕
き
、
平
和
で
豊

か
な
社
会
を
子
ど
も
達
に
手
渡
し
て
い

け
る
よ
う
運
動
し
ま
す
。

こ
の
夏
、
埼
高
教
は
全
教
な
ど
と
共

催
し
、
養
護
教
員
部
と
障
害
児
教
育
部

が
７
月
27
日
・
28
日
に
そ
れ
ぞ
れ
「
全

国
養
護
教
員
学
習
交
流
集
会
」
と
「
全

国
寄
宿
舎
学
習
交
流
集
会
」
を
埼
玉
で

開
催
し
ま
し
た
。

専
門
部
役
員
を
中
心
に
準
備
を
重

ね
、
全
国
か
ら
合
わ
せ
て
両
日
で
３
０

０
人
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
大
成
功
と

な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
障
害
児
教
育

部
で
は
、
多
く
の
未
組
合
員
が
集
会
に

参
加
し
、
新
し
い
仲
間
（
７
月
10
人

目
）
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

忙
し
く
て
な
か
な
か
分
会
会
議
が
開

か
れ
な
か
っ
た
分
会
が
、
今
年
度
初
め

て
夏
休
み
に
分
会
会
議
を
開
き
、
注
文

し
た
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
全
分
会
員
が

集
ま
り
、
学
校
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
を
生
き
生
き
と
語
り
合
い
ま
し

た
。６

月
後
半
か
ら
の
「
全
教
職
員
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
わ
ず
か
１
ヵ
月
で

１
０
０
を
超
え
る
分
会
で
取
り
組
ま

れ
、
２
０
０
０
近
い
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り

組
む
な
か
で
新
た
な
仲
間
も
加
わ
っ
て

い
ま
す
。

学
校
現
場
の
様
々
な
困
難
の
な
か
で

も
、
教
職
員
の
要
求
を
大
切
に
、
そ
し

て
何
よ
り
も
子
ど
も
と
教
育
、
学
校
を

大
切
に
し
た
埼
高
教
運
動
へ
の
期
待
と

信
頼
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
４
・
５
月
拡
大
月
間

の
目
標
50
人
を
達
成
し
、
引
き
続
く
６

月
、
７
月
も
目
標
と
し
て
い
た
二
桁
拡

大
10
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
秋
か
ら
の
拡
大
月
間
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
８
月
18
日
は
拡
大

中
央
委
委
員
会
を
開
催
し
、
「
な
ん
で

も
相
談
ア
ン
ケ
ー
ト
（
仮
称
）
」
に
も

と
づ
く
対
話
運
動
を
中
心
と
し
た
秋
の

拡
大
月
間
の
意
思
統
一
を
行
い
ま
し

た
。

（
埼
高
教
発
）

会
場
に
５
８
０
人

埼玉から150人以上が参加

埼
玉
で
開
催
し
た
全
国
集
会
に
３
０
０
人

埼
高
教

核
兵
器
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い

原
水
爆
禁
止
２
０
２
４
年
世
界
大
会
に
参
加
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今
年
度
の
人
事
院
勧
告
が
８
月
８
日

に
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
勧
告
で
は

国
家
公
務
員
の
月
例
給
を
平
均
１
万
１

１
８
３
円
（
２
・
76
％
）
引
き
上
げ
る

こ
と
な
ど
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
の
た
め
、
初
任
給
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
地
域
手
当
の
広

域
化
や
各
種
手
当
の
見
直
し
、
能
力
・

実
績
主
義
を
強
め
る
、
人
事
管
理
・
給

与
制
度
の
見
直
し
も
提
言
し
ま
し
た
。

民
間
企
業
の
４
月
の
給
与
と
の
比
較

で
、
国
家
公
務
員
が
１
人
当
た
り
平
均

１
万
１
１
８
３
円
下
回
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
今
回
の
勧
告
と
な
り
ま
し
た
。
２

％
を
超
え
る
引
き
上
げ
勧
告
は
32
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
く
物
価
高
騰

下
に
あ
っ
た
昨
年
の
３
８
６
９
円
（
０

・
96
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
定
期
昇
給
分
を
含
め
る
と
４
・
４

％
で
一
時
金
も
同
様
に
０
・
10
カ
月
分

引
き
上
げ
、
年
４
・
６
カ
月
。

人
材
確
保
の
た
め
の
採
用
競
争
力
を

向
上
す
る
と
し
て
初
任
給
の
大
幅
引
き

上
げ
で
は
、
一
般
職
（
高
卒
）
を
２
万

１
４
０
０
円
（
12
・
８
％
）
引
き
上
げ

18
万
８
千
円
に
、
総
合
職
（
大
卒
）
を

２
万
９
３
０
０
円
（
14
・
６
％
）
引
き

上
げ
23
万
円
と
な
り
、
理
論
上
で
は
最

低
賃
金
を
下
回
る
と
い
う
事
態
は
解
消

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
一
定
の
年
齢
を
超
え

る
と
引
き
上
げ
率
が
下
が
り
、
世
代
間

格
差
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
課

題
と
し
て
残
り
ま
す
。

各
種
手
当
の
見
直
し
で
は
不
利
益
変

更
も
生
じ
ま
す
。
寒
冷
地
手
当
は
引
き

上
げ
と
併
せ
て
、
支
給
地
対
象
か
ら
外

れ
る
地
域
が
生
じ
、
地
域
手
当
は
都
道

府
県
単
位
を
基
本
に
広
域
化
す
る
が
、

「
賃
下
げ
」
と
な
る
地
域
が
生
じ
る
ほ

か
、
最
大
20
％
の
地
域
間
格
差
は
残
っ

た
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

配
偶
者
手
当
廃
止
と
、
子
ど
も
へ
の

扶
養
手
当
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
遠

隔
地
へ
の
異
動
が
多
く
、
配
偶
者
の
長

期
勤
続
が
難
し
い
な
ど
の
課
題
が
組
合

側
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
の
要
望
が
強
か
っ
た
通
勤
手
当

の
上
限
引
き
上
げ
と
新
幹
線
通
勤
の
要

件
緩
和
、
再
任
用
職
員
へ
の
手
当
支
給

（
住
居
手
当
や
寒
冷
地
手
当
な
ど
）
の

拡
大
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

人
事
管
理
、
給
与
制
度
の
見
直
し
で

は
、
能
力
・
実
績
主
義
の
強
化
を
打
ち

出
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
、
職
責
重
視

の
給
与
体
系
の
整
備
や
、
成
績
優
秀
者

へ
の
勤
勉
手
当
（
一
時
金
の
一
部
）
支

給
上
限
の
引
き
上
げ
も
示
し
て
い
ま
す

が
、
民
間
の
営
業
職
の
よ
う
に
明
確
な

指
標
の
無
い
公
務
員
へ
の
導
入
は
、
あ

ら
た
な
格
差
を
生
む
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。

全
国
学
習
交
流
集
会
が
10
月
12
日
〜

13
日
に
千
葉
県
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
学
ぼ
う
語
ろ
う
私
た
ち
の
未
来
―

と
も
に
つ
く
ろ
う
平
和
な
世
界
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
の
フ

ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
安
田
菜
津
紀

さ
ん
（
10
月
12
日
）
、
ア
メ
リ
カ
経
済

学
に
詳
し
い
明
海
大
学
准
教
授
・
宮
﨑

礼
二
さ
ん
（
10
月
13
日
）
の
講
演
と
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
青
年
企
画
を
含

む
８
つ
の
分
科
会
と
勤
通
大
の
公
開
ス

ク
ー
リ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！

申
込
み
は
埼
玉
学
習
会
議
（
山
﨑
）

０
４
８
‐
８
３
８
‐
０
７
７
１
へ

全国の仲間と学んで交流

推進ニュース No.1

   埼玉学習会議

     2024.8.21

■ 6年ぶりに開催されます。

■ 10月 12日（土）13時 ～ 10月 13日（日）16時 千葉県教育会館

■ 記念講演は、テレビでも活躍されていますフォトジャーナリストの安田菜津紀さん（10/12）

■ 学習講演は、アメリカ経済に詳しく大統領選の動向など情報通の明海大学の宮﨑礼二さん（10/13）

■ フィールドワークや青年企画を含む８つの分科会と勤通大の公開スクーリング＝魅力がいっぱい。

埼玉学習会議は、県内から 30名の参加を目標に、参加申込書付きの案内チラ

シを持って労働組合、民主団体、青年組織などに参加の呼びかけを始めました。

開催地が千葉(市内)ということで、埼玉(浦和)から 1時間 30分～2時間程度

かかりますが、①多彩な講師陣から直接学べることに加え、②全国の学習運動の

状況をつかむとともに学習教育運動の方向性を学べること、③全国各地で奮闘し

ている仲間と再会交流し学習教育運動の情報共有を図れることが期待できます。ること。

今、基礎理論の学習や情勢を正しくつかむ学習が重要であり、組織活動の活

性化にもつながるものと期待できるのが、この「全国学習交流集会」です。

すでに教育職場の組合からは、申し込みがありました。医療職場の組合、建設職場の組合、生協職場の

組合では積極的に受け止め複数名の参加を決めたところもあります。また、青年組織では 9月上旬に行う

会合で参加に向けて話し合うという状況にあります。

なお、分科会は希望人数に応じて会場設定となりますが、調整となる場合もありますので、第 1次締切

は 9月 11日となっていますが、可能な限り早めに、埼玉学習会議に参加申込されることをお願いします。

案内チラシ（申込書付き）がご入用の方はご連絡ください。

埼玉学習会議

さいたま市浦和区高砂 3－10－11

第一木村ビル２F 埼労連内

☎   048－838－0771

Fax  048－838－0775

Email  yamazaki@saitanet.or.jp (山﨑)

■参加費 ： 5000円（通し参加） ＊1日のみ 2500円
       オンライン視聴（全体会のみ）2000円
       青年企画は別途 2500円（防災体験バスツアー✚BBQ）

申込みは

こちら

あ
ら
た
な
格
差
は
許
さ
な
い

人
事
院
が
今
年
の
給
与
な
ど
勧
告

全
国
学
習
交
流
集
会
の
案
内
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軍
の
指
揮
の
下
、
自
衛
隊
が
中
国
と
戦

争
す
る
こ
と
を
想
定
。
そ
の
た
め
の
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
で
あ
り
、
防
衛
力

の
抜
本
的
強
化
・
防
衛
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
へ
の
大
幅
軍
拡
で
す
。

安
保
３
文
書
の
内
容
は
驚
く
べ
き
ス

ピ
ー
ド
で
具
体
化
が
進
ん
で
お
り
、
南

西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
は
完
成
に

近
づ
き
、
台
湾
有
事
を
想
定
し
た
日
米

の
共
同
軍
事
演
習
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
７
月
28
日
に
行
わ
れ
た
日

米
外
務
・
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ
る
安
全

保
障
協
議
委
員
会
で
は
、
在
日
米
軍
を

統
合
軍
司
令
部
に
再
編
し
、
自
衛
隊
が

米
軍
の
指
揮
下
に
入
る
体
制
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
憲
法
９
条
の

実
質
的
改
憲
は
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
台
湾
有
事
に
際
し
、
自
衛
隊
が
米
軍

の
盾
と
な
り
、
ま
た
矛
と
し
て
中
国
と

戦
争
を
す
る
た
め
に
は
、
現
行
安
保
法

制
や
３
文
書
で
は
ま
だ
不
十
分
で
、
憲

法
９
条
を
変
え
て
自
衛
隊
が
憲
法
か
ら

完
全
に
自
由
に
な
っ
て
戦
争
す
る
軍
隊

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

岸
田
首
相
は
、
置
き
土
産
に
９
条
改

憲
へ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
こ
み
、
後
継

首
相
は
そ
の
実
現
に
向
け
て
動
く
と
し

て
警
戒
す
べ
き
で
す
。

（
連
合
通
信
よ
り
抜
粋
）

異議申し出も却下されて… 

埼玉の最低賃金 1078 円（目安 50 円のみ）で確定
8 月 21 日（水）9 時 30 分からおこなわれた最賃審議会は、15 分という短時間で終了しました。3 組

織（埼労連、全国一般、コープネットグループ労組）からの異議申し出を受けた審議でしたが、すべて

意見陳述をおこなった組織であり、その中身も含めて議論された答申のため、「8 月 5 日付の答申どおり

決定することが適当である」との結論に達したとのことでした。

埼労連では、引き続き、「最賃の大幅引き上げ」および「全国一律最賃制度の実現」を目指し取り組み

をすすめます。当面、県段階で下記の日程での宣伝行動が予定されていますので、参加をお願いします。

【最賃・労働法制宣伝日程】

8 月 22 日（木）17 時 30 分～18 時 30 分 場所：浦和駅東口

9 月 20 日（金）17 時 30 分～18 時 30 分 場所：浦和駅東口

10 月 2 日（水）17 時 30 分～18 時 30 分 場所：川口駅東口  ※川口地区労のみなさん合流を！

11 月 18 日（月）12 時 30 分～13 時 30 分 場所：浦和駅東口 ※時間にご注意ください

全国の最賃引上げ状況は… 
A ランクの東京・神奈川・大阪・愛知・千葉の 5 都府県は、すべて目安通りの引き上げです。

B ランクで目安を上回る地方は（28 地方中 13）、C ランクで上回る地方は（13 地方中 11）です。

目安を上回る地方＝24 地方 ※全労連まとめ

＋9 円：愛媛                  ＋8 円：島根、

＋7 円：鳥取                  ＋6 円：鹿児島、沖縄、佐賀

＋5 円：福島、大分、青森、宮崎、高知、長崎   ＋4 円：新潟、秋田、熊本

＋3 円：福井                  ＋2 円：茨城、香川        

＋1 円：兵庫、岐阜、和歌山、山口、石川、福岡 

高い地方順（答申額：引上げられたのちの額） ※3地方は奮闘中（報告待ち）  2024/8/21 現在

東京 1163 神奈川1162 大阪 1114 埼玉 1078 愛知 1077 千葉 1076 ※Ａランク

京都 1058 兵庫 1052 静岡 1034 三重 1023 広島 1020 滋賀 1017 北海道 1010 茨城 1005

栃木 1004 岐阜 1001 長野 998 富山 998 福岡 992 山梨 988 奈良 986 群馬 985

新潟 985 石川 984 福井 984 岡山 982 和歌山 980 山口 979 宮城 973 香川 970

島根 962 福島 955 愛媛 956 徳島 ※Ｂランク

鳥取 957 山形 佐賀 956 大分 954 青森 953 鹿児島953 熊本 952 長崎 953

宮崎 952 秋田 951 高知 952 沖縄 952 岩手 ※Ｃランク

2024 年 8月 21 日（水）                              第 24 号
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発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

岸
田
文
雄
首
相
は
８
月
７
日
、
自
民

党
憲
法
改
正
実
現
本
部
に
出
席
し
、
憲

法
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
に
つ
い
て
「
国

民
の
命
や
身
体
や
自
由
を
守
る
と
い
う

国
家
の
最
も
重
要
な
責
務
を
し
っ
か
り

と
明
記
す
る
こ
と
は
、
緊
急
事
態
条
項

と
と
も
に
大
変
重
要
な
課
題
だ
」
と
述

べ
、
今
月
中
に
論
点
整
理
を
行
う
よ
う

指
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
憲
政
史
上

初
の
国
民
投
票
に
か
け
る
な
ら
、
ぜ
ひ

緊
急
事
態
条
項
と
あ
わ
せ
、
自
衛
隊
の

明
記
も
含
め
て
国
民
に
判
断
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
、
憲
法
改

正
国
民
投
票
は
「
自
衛
隊
の
明
記
」
と

「
緊
急
事
態
条
項
」
の
２
項
目
で
行
う

べ
き
と
発
言
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
総

裁
選
で
改
憲
派
を
取
り
込
む
意
図
な
ど

の
報
道
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
首
相
の

座
に
と
ど
ま
る
た
め
の
単
な
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
見
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

実
際
、
８
月
14
日
に
岸
田
首
相
は
総
裁

選
不
出
場
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
岸
田

氏
が
首
相
を
降
り
れ
ば
、
自
衛
隊
明
記

改
憲
の
指
示
も
効
力
を
失
う
の
か
と
い

え
ば
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

自
民
党
は
い
よ
い
よ
、
憲
法
９
条
自

衛
隊
明
記
改
憲
と
緊
急
事
態
条
項
改
憲

と
い
う
改
憲
に
本
腰
を
入
れ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
故
安
倍
元
首
相
も
岸
田

首
相
も
、
安
保
・
外
交
分
野
で
米
国
と

約
束
し
た
こ
と
は
確
実
に
実
行
し
て
き

ま
し
た
。
米
国
の
存
在
を
考
え
れ
ば
甘

く
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
倍
氏
も
、
２
０
２
０
年
８
月
の
辞

任
表
明
後
の
「
首
相
談
話
」
で
、
敵
基

地
攻
撃
論
の
推
進
と
改
憲
手
続
法
改
正

の
年
内
成
立
を
指
示
し
、
菅
・
岸
田
の

後
継
首
相
は
、
こ
れ
ら
を
確
実
に
実
行

し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
２
年
12
月
16
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
安
保
３
文
書
の
改
定
は
、
米
中

の
覇
権
争
い
の
中
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益

の
た
め
に
、
自
衛
隊
を
米
軍
指
揮
下
で

中
国
と
戦
争
で
き
る
「
軍
隊
」
に
変

え
、
日
本
を
戦
場
に
し
て
中
国
と
戦
争

を
す
る
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

国
家
安
全
保
障
戦
略
は
、
中
国
を

「
深
刻
な
懸
念
」
と
位
置
づ
け
、
攻
撃

兵
器
の
保
有
・
配
備
に
よ
り
中
国
を
抑

止
し
、
抑
止
が
破
れ
た
場
合
に
は
、
日

米
共
同
軍
事
計
画
に
基
づ
き
、
南
西
諸

島
や
九
州
地
方
を
軍
事
拠
点
と
し
、
米

４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
最

低
生
計
費
調
査
」
の
調
査
票
の
回
収

が
終
わ
り
、
回
収
目
標
の
２
０
０
０

部
を
超
え
ま
し
た
。
協
力
し
て
く
れ

た
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
合
意
形
成
会
議
、
価
格

調
査
な
ど
を
経
て
、
10
月
中
に
調
査

結
果
（
若
年
単
身
者
）
を
公
表
す
る

予
定
で
す
。
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
は

10
月
か
ら
１
０
７
８
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
金
額
で
は
８
年
前
に

行
っ
た
生
計
費
調
査
の
結
果
に
も
遠

く
及
ば
な
い
水
準
で
す
。

今
回
の
調
査
結
果
を
、
調
査
に
協

力
し
て
く
れ
た
仲
間
に
伝
え
、
最
低

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
、
来
春
闘

で
の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
て
い
く
た

め
の
仲
間
の
合
意
づ
く
り
に
向
け
た

確
信
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
と
り
く
み

の
到
達
と
今
後
の
予
定
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
生
計
費
調
査
に
関
す

る
疑
問
な
ど
が
あ
る
場
合
は
埼
労
連

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最
低
生
計
費
調
査
推
進
ニ
ュ
ー
ス

改
憲
に
向
け
た
動
き
に
注
視
を
！
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９
月
の
上
映
案
内

９
月
の
上
映
は
「
戦
雲
（
い
く
さ
ふ

む
）
」
で
す
。

日
米
両
政
府
主
導
の
も
と
で
急
速
に

軍
事
要
塞
化
が
進
行
し
て
い
る
沖
縄
・

南
西
諸
島
を
２
０
１
５
年
か
ら
８
年
間

の
取
材
に
よ
る
最
新
レ
ポ
ー
ト
。

こ
の
映
画
が
映
し
出
す
の
は
、
民
意

を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
な
し
崩
し
的

に
進
む
戦
力
配
備
と
人
々
の
暮
ら
し
が

犠
牲
に
さ
れ
る
現
実
。
本
当
の
「
国

防
」
と
は
何
か
。

メ
デ
ィ
ア
が
ほ
と

ん
ど
報
じ
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

日
時

９
月
25

日
（
水
）

場
所

埼
玉
会

館
小
ホ
ー
ル

①
10
時
30
分
〜

②
14
時
〜

埼
労
連
は
７
月
22
日
（
月
）
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
第
１
０
３
便
と
し
て
フ
ー
ド

バ
ン
ク
埼
玉
に
35
・
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

保
存
食
品
を
提
供
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
埼
玉
土
建
国
保
組
合
か
ら

備
蓄
食
品
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
の

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
な
ど
26
・
55
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
Ｓ
Ｕ
か
ら
梅
干
し
、
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
、
清
涼
飲
料
水
な
ど
８
・
65
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
合
わ
せ
て
35
・
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
年
金
共
済
」
は
、
労
働
共
済
連
に

加
盟
す
る
労
働
組
合
の
う
ち
組
織
共
済

加
入
組
合
に
所
属
し
て
い
る
組
合
員
だ

け
が
利
用
で
き
る
貯
蓄
型
保
険
で
す
。

「
年
金
共
済
」
の
特
徴
は
、
①
老
後

の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
資
金
・
住

宅
資
金
に
も
対
応
、
②
４
つ
の
生
保
会

社
（
大
同
・
太
陽
・
住
友
・
日
生
）
に

委
託
し
て
い
る
の
で
安
心
、
③
ロ
ー
リ

ス
ク
の
割
に
は
高
め
の
リ
タ
ー
ン
で
組

合
員
の
資
産
形
成
に
は
も
っ
て
こ
い

（
予
定
利
率
１
・

15
％
）
、
④
生
命

保
険
料
控
除
の
対

象
で
所
得
税
・
住

民
税
を
軽
減
で
き

る
こ
と
な
ど
な

ど
。お

問
合
せ
・
申

込
は
、
所
属
組
合

の
共
済
担
当
も
し

く
は
全
労
連
共
済
埼
玉
県
支
部
へ
。

（
担
当
は
埼
労
連
：
龍
尾
、
山
﨑
）

③
18
時
30
分
〜

＊
埼
労
共
専
用
当
日
精
算
券
の
ご
利
用

の
場
合
９
０
０
円
で
す
。

精
算
券
の
追
加
希
望
な
ど
は
埼
労
連

へ
。

フードバンク第103便

第３回福祉共済セミナーと埼労共総会のおしらせ

１０月２６日(土) 埼玉会館３Ｂ会議室

■前半の部 13：30～14：50 第 3回福祉共済セミナー
■後半の部 15：10～16：30 埼労共第 20回総会

   

     オンライン併用（組合員なら、どなたでも参加できます）

     ZOOM（ミーティング ID：97954295413  パスコード：104102）

＊ 特に若い組合員と共済担当者には聞いていただきたいセミナーです！

＊ お問合せ：埼玉県労働者福祉共済会（埼労共）048-838-0771【担当：龍尾】

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
103
便

年
金
共
済
秋
期
募
集
期
間
は
11
月
８
日
ま
で
！
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